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ディスプレイ 

　上記OSに対応したディスプレイ
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対応OS
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　Windows® XP Home Edition/Professional

　※管理者権限（Administrator権限）でのみ利用可能

必須アプリケーション

　Microsoft ® Excel2000

　Microsoft ® Excel2002

　Microsoft ® Excel2003
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※

リックして実行すると、インストールが開始します。

【ソフトをダウンロードした場合】

ダウンロードした「hzDX_Setup.exe」をダブルク

「販売図面デラックス_Setup」ダイアログが表示され

ますので、［はい］をクリックしてください。

『販売図面デラックス』のインストールから起動までの手順をご案内いたします。

1 インストール

1. 【CD-ROMからインストールする場合】

CD-ROMをセットすると、自動的にインストールが開

始されます。

1 『販売図面デラックス』を使ってみよう

2. 「販売図面デラックス　セットアップウィザードへよ

うこそ」画面が表示されますので［OK］ボタンをク

3. 「使用許諾契約書」が表示されますので、内容を

詳細は同封の冊子「利用開始のご案内」参照。

［閉じる］ボタンをクリックしてください。

認」が順に表示されますので、それぞれ内容をご確

認いただき［次へ］をクリックしてください。

「インストールが完了しました。」と表示されましたら、

ご確認いただき［同意する］をクリックして選択し、

［次へ］ボタンをクリックしてください。

「インストール　フォルダの選択」「インストールの確

リックしてください。

5.

4.

2.

3. ［同意する］を選択

し、

CHECK
１台のパソコンで複数のユーザーアカウントが設定さ
れており、現在インストール中のユーザーでのみ、ご
利用になりたい場合に限り「インストールフォルダの
選択」時に「このユーザーのみ」を選択してください。



※

2 起動

2.

製品に同封されています。

1.

3 ライセンスの取得とパスワードの入力

1. メニュー画面の[ライセンス]をクリックし「ライセン

デスクトップに作成された「販売DX」のショート

カットアイコンをダブルクリックすると『販売図面

デラックス』が起動します。

3. [登録]ボタンをクリックし、パスワードが正しければ

2. 弊社からＦＡＸでパスワードが届きましたら、

れますので［OK］ボタンをクリックしてください。

ス」画面を表示してください。

所定の「製品ライセンス発行申込書（※）」に、

画面に表示されている「製品ＩＤ」を記入し弊社に

ＦＡＸでお送りください。

「ご購入ありがとうございます」とメッセージが表示さ

パスワード欄に入力してください。

CHECK
［スタート］メニューから［すべてのプログラム］（もしく
は［プログラム］）→［販売図面デラックス］→［販売図
面デラックス］でも、上記同様に起動できます。

1.

CHECK
操作ボタンの[ライセンス]からでも同様に「ライセン
ス」画面を表示できます。

1. 製品IDを確認

2. パスワードを入力

3.

CHECK
ライセンスを取得し、パスワードを入力するまでは体
験版としてのご利用になります。体験版では販売図
面を作成することはできません。



2 『販売図面デラックス』の各操作画面の構成

1 『販売図面デラックス』操作の流れ

■メニュー ■サポート

■新規作成 ■開く ■会社情報

■販売図面作成（Ｅｘｃｅｌ）

2 「操作ボタン」について

メニュー画面以外の、画面上部の【操作ボタン】をクリックすることでも、

各操作画面を切り替えて使用できます。

サポート関連の情報に
リンクする画面です。
→ P.19参照

起動時に表示される画
面です。
→ P.5参照

新規に販売図面を作
成します。
→ P.6参照

以前作成した販売図
面を開きます。
→ P.19参照

会社情報を登録する
画面です。
→ P.5参照

販売図面を編集しま
す。
→ P.7参照



[免許][更新回数][免許番号][商号]

[郵便番号][住所]等の各項目を

入力し、[登録]をクリックすると、

会社情報が登録されます。

4 会社情報の登録
入力した会社情報は作成した全ての販売図面に反映されます。最初に会社情報を登録しておきましょう。

『物件管理Project』を起動すると「メニュー画面」が表示されます。

ここでは、まず「メニュー画面」の構成について説明します。

3 メニュー画面について

【メニュー】
各項目をクリックすることで、それぞ
れの操作画面を表示します。

[TEL][FAX][Eメール]などの項目を選択して設定することが出来ま
す。また、リストにない項目を入力したい場合や、複数の項目を１行
に入力したい場合には、キーボードから直接入力してください。
※１行の文字数に制限はありませんが、18文字程度が推奨です。

CHECK
入力した会社情報は下記のように
販売図面に反映されます。

CHECK
メニュー画面の[会社情報]をクリックするか、操作ボタンの[会社情報]をクリックすると下記の手順を行えます。



2. [マクロを有効にする]をクリックしてください。

1. 「セキュリティの警告」が表示された場合には、

[この発行者のマクロを常に信頼する]にチェックを

入れてください。

3. 選択した販売図面が表示されますので、確認して

[新規作成]をクリックしてください。

2 セキュリティの設定について

1. [パターン選択]からパターンを選らんでください。

2. 任意の[物件種別]を選択してください。

5 販売図面を新規作成
新規に販売図面を作成する手順について説明します。

1 新規作成する販売図面の種類を選択

3.

CHECK
「マクロ」とはある操作の手順を自動化するプログ
ラムのことです。『販売図面デラックス』では一部
の機能に「マクロ」を使用しておりますので、「マク
ロ」を有効にしてご利用ください。

1.

2.

CHECK
メニュー画面の[新規作成]をクリックするか、操作ボタンの[新規作成]をクリックすると下記の手順を行えます。



3. 入力したデータが販売図面に反映されます。

ログが表示されます。

2. 価格、賃料などの各項目を入力し、[転送]をクリック

してください。

2 物件情報の入力（データ編集）

1. [データ編集]をクリックすると、「データ編集」ダイア

入力します。

 【操作ボタン】

図面や写真などの

画像を挿入します。

物件の各項目を

販売図面を画像

として出力します。

作成した販売図

面を保存します。

作成した販売図

面を印刷します。

物件データの入力や図の挿入などについて説明します。

1 販売図面作成画面（Excel）の構成

6 販売図面を編集

【図面エリア】
間取図や写真、地図。ワードアート、オートシェイプなどを自由に
入力、レイアウトできます。

1.

2.



3. 確認メッセージが表示されますので、[OK]を

クリックしてください。画像ファイルが出力できます。

ので、任意の名前を付けて[保存]をクリックして

ください。

1. [画像出力]をクリックしてください。

2. 「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます

3. 写真や間取図が挿入されます。

4 画像出力

2. 「図の挿入」ダイアログが表示されますので、間取

図や写真などの画像ファイルを指定し[挿入]を

クリックしてください。

3 画像挿入

1. [画像挿入]をクリックしてください。

1.

2.
CHECK
挿入する間取図などは、あらかじめご用意いただ
いく必要がございます。弊社製品『間取りＰＣプ
ロ』などをご利用ください。

CHECK
画像は必ず既定の位置に挿入され、大きな画像
を挿入した場合には自動的にサイズが縮小され
ます。
また、連続して画像を挿入すると、挿入した順番
に画像が重なって表示されます。
画像の「サイズ変更」「移動」などの機能を使っ
て、レイアウトを調整してください。

1.

2.
CHECK
保存する画像ファイルの形式は「JPG」「BMP」の
いずれかから選択できます。ホームページへの掲
載を目的とする場合には、「JPG」を推奨いたしま
す。

3.



※

5 印刷

1. [印刷]をクリックしてください。

2. 「印刷」ダイアログが表示されましたら、[印刷]を

クリックしてください。

各種設定については下記を参考にしてください。

6 保存

1. [保存]をクリックしてください。

2. 「名前を付けて保存」ダイアログが表示されます

ので、任意のファイル名を入力し[保存]をクリック

してください。

印刷する用紙サイズを指定します。
プリンタによっては微調整が必要となる場
合がございますので、その際には[倍率調
整]で調整してください。

「カラー」「白黒」の印刷設定を行えます。
この設定が「白黒」になっている場合、カラープリ
ンタをご利用の場合でも「白黒」で印刷されます。
また、「白黒」の場合、「ワードアート」「オートシェイ
プ」などの「塗りつぶし色」が反映されませんので
ご注意ください。

現在の設定を反映した「印刷
プレビュー」を表示します。印
刷前に確認をお奨めいたしま
す。

印刷を行うプリンタを選択でき
ます。

CHECK
印刷の各種設定については、下記のとおりです。

2.

1.

CHECK
「保存する場所」は標準では「販売図面デラック
ス」フォルダに設定されています。変更することも
できますが、そのままお使いいただくことを推奨し
ます。

1.

2.



7 Microsoft®Excel の機能を使った編集
販売図面の編集に役立つ「Microsoft®Excel」の機能を紹介します。

1 配置した画像や図形のサイズ変更

■ 全バージョン共通

配置した画像や図形をクリックして選択し、キーボー

ドの【Delete】キーを押すと、選択している画像や図

形が削除されます。

配置した画像や図形をクリックして選択し、そのま

まドラッグしてください。

をドラッグすると、図形や画像のサイズを自由に変

更できます。

配置した画像や図形の移動

3 配置した画像や図形の削除

2

配置した画像や図形をクリックして選択し、周囲に

表示されるハンドル（○もしくは□で表示されます）

CHECK
画像や図形に対して、外側にドラッグすることで大き
く、内側にドラッグすることで小さく変更することが出
来ます。

CHECK
画像や図形を選択した際に、周囲にハンドルが表示
されますが、ハンドルをドラッグすると（Ａ）のサイズ変
更の操作になってしまいます。画像や図形の中央付
近でドラッグするようにしてください。



■ Excel2003 / 2002 / 2000 の場合

2. リストから[ツールバー]をクリックしてください。

1 ツールバーを表示する

1.

ます。メニューバーの[表示]をクリックしてください。

販売図面を作成する際に使用する主要な

Excelの機能は、「ツールバー」に格納されてい

3.

[図形描画]にチェックを入れておいてください。

2 各ツールバーについて

表示された項目のうち、チェックのある項目は既に

画面上にツールバーが表示されています。

各項目はクリックすることで、チェックのON/OFFを

切り替えられますので、[ワードアート][図]

◆図形描画のツールバー

丸や四角、線などを入力 テキストボックスを入力でき ワードアートを入力でき

できます。 ます。 ます。

→ P.12参照 → P.14参照 → P.14参照

塗潰し、線、文字の色を 配置した画像や図形に、影を付けたり、

変更できます。 立体的に表現したりできます。

→ P.12参照 → P.12参照

◆図のツールバー

画像のコントラストや明るさ 画像の不要な部分を消す 写真の一部を透明化でき

を調整できます。 ことが出来ます。 ます。

→ P.13参照 → P.13参照 → P.13参照

◆ワードアートのツールバー

ワードアートを入力できま

す。

→ P.14参照

1.

2.



3 オートシェイプ（丸や四角、線などの図形）

1. 「図形描画」ツールバーの［オートシェイプの入力］

ボタンから任意のものをクリックしてください。

※ここでは［○］を選択しています。

2. 物件資料の画面上にマウスポインタを移動すると、

マウスポインタが「＋」の形状になりますので、

任意の位置でドラッグしてください。

3. ドラッグを解除すると、選択したオートシェイプが

入力されます。

4 塗りつぶしの色/線の色/フォントの色

1. 配置したオートシェイプ、テキストボックスなどの色は

変更できます。画面上に配置されている、オート

シェイプなどをクリックして選択してください。

2. 「図形描画」ツールバーの［塗りつぶしの色］［線の

色］［フォントの色］各ボタン右の［▼］ボタンをクリッ

クするとパレットが表示されますので、任意の色を

選択しクリックしてください。

物件
線

塗りつぶし フォント

5 影付きスタイル/３Ｄスタイル

1. 配置したオートシェイプやテキストボックスなどに、

影を付けたり、立体的に表現することが出来ます。

画面上に配置されている、オートシェイプなどをク

リックして選択してください。

2. 「図形描画」ツールバーの［影付きスタイル］［３Ｄス

タイル］ボタンをクリックすると、リストが表示されます

ので任意のスタイルをクリックして選択してください。

影付きスタイル ３Ｄスタイル

1.

2. 任意の位置でド

ラッグしてください。

CHECK
「塗りつぶし」「線」「フォント」で設定できる箇所は下
記を参考にしてください。

1. 配置した図形などをクリックして

選択してください。

2.

1. 配置した図形などをクリックして

選択してください。

2.



6 イメージコントロール

1. 図面などの画像を白黒やグレースケールに設定で

きます。任意の画像をクリックして選択してください。

2. 「図」ツールバーの［イメージコントロール］ボタンを

クリックすると、リストが表示されますので「自動」

「グレースケール」「白黒」「ウォッシュアウト（透

かし）」のいずれか任意のものを選択してください。

選択した設定に画像の表示が変更されます。

7 トリミング

1. 図面や写真などの画像の不要部分を消すことがで

きます。任意の画像をクリックして選択してください。

2. 「図」ツールバーの［トリミング］ボタンをクリックす

ると、図面の周囲のハンドルの形状が変化します。

通常時 トリミング時

3. ハンドルをドラッグすることで、図面の不要部分を

消すことが出来ます。

8 透明化

1. 画像の中の一色を透明化することが出来ます。

任意の画像をクリックして選択してください。

2. 「図」ツールバーの［透明な色に設定］ボタンをク

リックし、画像の中の透明な色に設定したい部

分をクリックしてください。

3. クリックした箇所の色が、その画像内で透明化され

ます。

1. 配置した画像などをクリックして

選択してください。

2.CHECK
より細かいイメージコントロールを行いたい場合に
は、「コントラスト」「明るさ」の設定を行ってください。

コントラスト

明るさ

3.

1. 配置した画像な

どをクリックして選択
してください。

2.CHECK
「トリミング」使用中と通常の状態では、ハンドルは下
記のように変化します。

3.

1. 配置した画像な

どをクリックして選択
してください。

2.



9 ワードアート

1. 見出しやキャッチコピーなど派手な装飾文字を

入力の際に「ワードアート」を使用してみましょう。

「ワードアート」ツールバーの［ワードアートの挿入］

ボタンをクリックしてください。

2. 「ワードアートギャラリー」ダイアログが表示されます

ので、任意のスタイルをクリックして選択し［OK］ボ

タンをクリックしてください。

3. 「ワードアートテキストの編集」ダイアログが表示され

ます。文字入力欄に任意の文字を入力し［OK］ボ

タンをクリックすると、ワードアートが挿入されます。

10 テキストボックス

1. 「図形描画」ツールバーの［テキストボックス］ボタン

をクリックしてください。

2. 販売図面の画面上にマウスポインタを移動すると、

マウスポインタが「　 」の形状になりますので、

任意の位置でクリックしてください。

3. テキストが入力できる状態になりますので、任意の

テキストを入力してください。

3.

1.

CHECK
挿入されたワードアートの色や大きさは、図や画像と
同じ方法で自由に変更するこが出来ます。

塗りつぶしの色/線の色/フォントの色　　 P.12参照
配置した画像や図形のサイズ変更/移動/削除
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    P.10参照

CHECK
ワードアートに入力された文字を変更する場合には、
変更したいワードアートをダブルクリックするか、ワー
ドアートを選択した状態で、「ワードアート」ツール
バーの「テキスト編集」ボタンをクリックしてください。

1.

2. 任意のスタイルを

選択し[OK]ボタンを
クリックしてください。

2. 任意の文字を入

力し[OK]ボタンをク
リックしてください。



※

■ Excel2007 の場合

1 図形（丸や四角、線など）の挿入

1. [挿入]タブをクリックしてください。

2. リボンに表示された[図形]ボタンをクリックしてください。

図形のリストが表示されますので、任意の図形を

選択してください。

ここでは○を選択してください。

3. 任意の位置でドラッグすると、選択した図形が

表示されますので、大きさが決まりましたらドラッグを

解除してください。選択した図形が配置されます。

2 塗りつぶしの色/線の色

1. 配置した図形、テキストボックスなどの色は

自由に変更できます。画面上に配置されている、

図形などをダブルクリックしてください。

2. 「書式」リボンが表示されますので、

[図形の塗りつぶし][図形の枠線]ボタンを

クリックすると、それぞれカラーパレットが表示され

ますので、任意の色を選択してください。

枠線

塗りつぶし

CHECK
それぞれ変更できる箇所は以下のとおりです。

3. 任意の位置でド

ラッグしてください。

1.

2.

1. 配置した図形など

　　をダブルクリック。

2.

CHECK
Excel2007は、2003以前のバージョンとは、画面のレイアウト、操作などが異なりますので、注意してください。



3 図形の効果

1. 配置した図形やテキストボックスなどに、

影を付けたり、立体的に表現することが出来ます。

画面上に配置されている、図形などをダブルクリック

してください。

2. 「書式」リボンが表示されますので、

[図形の効果]ボタンをクリックすると、「影」「反射」

[光彩]など効果のリストが表示されますので、

任意の効果を選択してください。

4 色の変更

1. 図面などの画像を白黒やグレースケールに設定で

きます。任意の画像をダブルクリックしてください。

2. 「書式」リボンが表示されますので、

[色の変更]ボタンをクリックすると、「グレースケール

「白黒」「ウォッシュアウト」といった色のリストが

表示さますので、任意のものを選択してください。

選択した設定に色が変更されます。

CHECK
より細かい色の変更を行いたい場合には、「コントラ
スト」「明るさ」の設定を行ってください。

1. 配置した図形など

　　をダブルクリック。

2.
CHECK
以下は効果の例です。

1. 配置した画像など

　　をダブルクリック。

2.



5 トリミング

1. 図面や写真などの画像の不要部分を消すことがで

きます。任意のダブルクリックしてください。

2. 「書式」リボンが表示されますので[トリミング]ボタンを

クリックしてください。画像周囲のハンドルの形状が

変化します。

通常時 トリミング時

3. ハンドルをドラッグすることで、図面の不要部分を

消すことが出来ます。

6 透明化

1. 画像の中の一色を透明化することが出来ます。

任意の画像をクリックして選択してください。

2. 「書式」リボンが表示されますので、

[色の変更]ボタンをクリックしてください。

3. リストから[透明色を指定]をクリックしてください。

4. 画像の中の透明な色に設定したい部分をクリックし

てください。クリックした箇所の色がその画像内で、

透明化されます。

CHECK
「トリミング」使用中と通常の状態では、ハンドルは下
記のように変化します。

3.

1. 配置した画像など

　　をダブルクリック。

2.

1. 配置した画像など

　　をダブルクリック。

2.

3.

4.



7 ワードアート

1. 見出しやキャッチコピーなど派手な装飾文字を

入力の際に「ワードアート」を使用してみましょう。

[挿入]タブをクリックしてください。

2. リボンに表示された[ワードアート]ボタンをクリックす

ると、ワードアートのスタイルのリストが表示されます

ので、任意のスタイルを選択してください。

3. 「ここに文字を入力」というワードアートがセル上に

表示されますので、ここに任意の文字を入力して

ください。

8 テキストボックス

3. 物件資料の画面上にマウスポインタを移動すると、

マウスポインタが「　 」の形状になりますので、

1. [挿入]ボタンをクリックしてください。

2. リボンに表示された[テキストボックス]ボタンをクリッ

任意の位置でクリックしてください。

4. テキストが入力できる状態になりますので、任意の

テキストを入力してください。

クしてください。

CHECK
挿入されたワードアートの色や大きさは、図や画像と
同じ方法で自由に変更することが出来ます。

塗りつぶしの色/線の色　　 P.15参照
配置した画像や図形のサイズ変更/移動/削除
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    P.10参照

CHECK
ワードアートに入力された文字を変更する場合には、
変更したいワードアートをクリックすると編集可能な状
態になります。

1.

2.

4.

1.

2.



9 各種サポートを受ける
「販売図面デラックス」を利用中に困った時は、弊社のサポートをご利用ください。

開く」ダイアログが表示されますので、任意のファ

イルを指定し[開く]をクリックしてください。

2. 選択したファイルが表示されます。

1. 「販売図面デラックスで作成した図面ファイルを

作成した販売図面を開く手順を説明します。

8 保存してある販売図面を開く

CHECK
メニュー画面の[開く]をクリックするか、操作ボタンの[開く]をクリックすると下記の手順を行えます。

CHECK
「ファイルの場所」は標準では「販売図面デラック
ス」フォルダに設定されています。ファイルを別の
場所に保存している場合には、任意の場所に変
更してください。

CHECK
メニュー画面の[サポート]をクリックするか、操作ボタンの[サポート]をクリックすると下記の手順を行えます。

【オンラインサポート】
弊社のホームページにアクセス
します。

【PDFマニュアル】
PDFで本製品のマニュアルを表
示します。

【メールでの問い合わせ】
問い合わせ用のメールフォーム
を表示します。
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